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今月の主な内容

■平成23年度決算 Ｐ２
■乙訓ふるさとふれあい駅伝 Ｐ６
■節電へのご協力ありがとうございました Ｐ７
■事務事業外部評価を行いました Ｐ７
■11月は児童虐待防止推進月間です Ｐ８
■おおやまざき産業まつり Ｐ９
■映画上映会と街頭啓発を行います Ｐ９

11
2012（平成24）年

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
9
月
14
日
金
、
町
体
育
館
で
敬
老
会
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
に
在
住
の
70
歳
以
上
の
方
を

体
育
館
に
招
待
し
、
今
年
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
る
方
に
は
、
記
念
品
や
保
育
所
の
子
ど
も
た

ち
が
作
っ
た
レ
イ
を
贈
呈
。
記
念
式
典
の
後
に
行
わ
れ
た
演
芸
の
部
で
は
、
漫
才
や
歌
謡

シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
で
今
年
88
歳
を
迎
え
る
方
は
48
人
。
99
歳
は
4
人
、
1
0
0
歳
を
超
え
る
方
も
9

人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
長
生
き
の
秘
訣
を
ぜ
ひ
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
ね
。
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一
般
会
計
【
収
支
】

町
有
地
売
却
収
入

４
億
６
千
万
円
に
よ
り
黒
字

 

　
決
算
収
支
は
、
歳
入
決
算
額
が
57
億
４
，
０
０
０
万
円
で

前
年
度
比
６
，
１
６
６
万
４
千
円
、
１
・
１
％
の
減
。
歳
出

決
算
額
が
56
億
２
，
０
２
６
万
９
千
円
で
前
年
度
比
２
，
０

７
０
万
８
千
円
、
０
・
４
％
の
減
と
な
り
、
歳
入
・
歳
出
と

も
に
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
（
形
式
収
支
）
は
プ
ラ
ス
１
億
１
，
９

７
３
万
１
千
円
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
も
の
を
除
い
た

実
質
収
支
で
も
プ
ラ
ス
１
億
１
，
７
０
６
万
８
千
円
と
、
５

年
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
第
二
大
山
崎

小
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業
の
財
源
と
し
て
２
６
６
万
３
千
円

を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
の
実
質
収
支
の
黒
字
額
１
億
４
，
６
６
１
万
５
千

円
と
の
差
し
引
き
で
あ
る
単
年
度
収
支
は
２
，
９
５
４
万

一
般
会
計
【
歳
入
】

町
税
は
前
年
度
比
１
億
３
千
万
円
、�

�

４
・
９
％
の
減
収

　
歳
入
の
う
ち
、町
税
な
ど
の
町
が
独
自
に
調
達
で
き
る「
自

主
財
源
」
が
64
％
、
町
債
や
地
方
交
付
税
、
国
・
府
の
支
出

金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」
が
残
り
の
36
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
入
総
額
の
う
ち
、
町
税
は
24
億
９
，
３
６
７
万
６
千
円
で

全
体
の
43
・
４
％
と
な
り
、
前
年
度
比
１
億
２
，
８
８
７
万

７
千
円
、
４
・
９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
景
気

の
悪
化
で
町
民
税
の
う
ち
個
人
所
得
割
が
対
前
年
度
約
４
，

０
０
０
万
円
、
法
人
が
対
前
年
度
約
８
，
０
０
０
万
円
、
そ

れ
ぞ
れ
大
幅
な
減
収
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。

　
そ
の
他
で
は
、
財
産
収
入
が
前
年
度
比
４
億
２
，
１
４
６

万
７
千
円
の
増
、
諸
収
入
が
４
，
６
７
２
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
に
そ
と
側
道
工
事
用
地
と
し
て
中
学

校
前
の
広
場
（
体
育
館
多
目
的
広
場
代
替
地
）
の
一
部
を
売

却
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
前
の
広
場
の
一
部

を
購
入
す
る
た
め
の
費
用
を
繰
り
入
れ
た
こ
と
で
２
億
２
４

０
万
４
千
円
の
増
と
な
り
、
繰
越
金
で
は
、
前
年
度
に
一
般

財
源
と
し
て
繰
り
越
し
た
中
学
校
建
設
事
業
な
ど
の
事
業
費

６
億
３
，
６
７
６
万
６
千
円
の
繰
越
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と

で
５
億
５
，
３
３
７
万
１
千
円
の
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

一
般
会
計
【
歳
出
】

庁
舎
用
地
代
金
３
億
円
の
支
払
い
に
よ
り
、

将
来
負
担
比
率
が
大
幅
に
改
善

　
何
に
お
金
を
使
っ
た
の
か
を
、
性
質
別
の
分
類
で
見
て
み

ま
す
。
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
と
い
っ
た
義
務
的
経
費

の
合
計
額
は
、
前
年
度
比
１
億
２
，
１
３
８
万
３
千
円
、
５
・

１
％
の
増
と
な
り
、
人
件
費
が
５
，
２
０
０
万
円
、
４.

４

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
件
費
の
主
な
増
減
内
容
は
、

職
員
２
人
削
減
な
ど
で
職
員
給
与
費
は
１
，
２
０
０
万
円
の

減
。
ま
た
、
平
成
22
年
11
月
か
ら
議
員
定
数
の
16
人
を
12
人

に
削
減
し
た
こ
と
に
伴
い
、
議
員
報
酬
は
前
年
度
と
比
較
し

て
８
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
平
成
23
年

６
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、
議

員
共
済
会
負
担
金
が
２
，
８
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
た
こ
と

や
、
補
助
費
な
ど
の
う
ち
３
，
６
０
０
万
円
を
人
件
費
に
区

分
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
増
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
は
２
億
１
，
４
２
０
万
４
千
円

の
減
。
平
成
22
年
度
に
支
出
し
た
中
学
校
の
用
地
購
入
・
旧

校
舎
解
体
・
グ
ラ
ン
ド
整
備
費
用
６
億
円
が
減
額
と
な
っ
た

一
方
で
、
小
学
校
２
校
の
体
育
館
耐
震
化
工
事
な
ど
の
増
額
、

中
学
校
前
の
広
場
の
一
部
の
購
入
費
用
や
乙
訓
土
地
開
発
公

社
へ
の
庁
舎
用
地
等
代
金
の
支
払
い
な
ど
が
主
な
増
減
理
由

で
す
。

　
次
に
、
財
政
健
全
化
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
健
全
化
判
断

比
率
（
左
表
）
の
増
減
を
見
る
と
、実
質
公
債
費
比
率
は
９
・

２
％
か
ら
10
・
８
％
に
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ

７
千
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
に
１

億
１
，
６
５
１
万
７
千
円
を
積
み
立
て
た
の
で
、
こ
れ
を
合

計
し
た
実
質
単
年
度
収
支
は
プ
ラ
ス
８
，
６
９
７
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
に
そ
と
側
道
工
事
用
地
と
し
て
中
学
校
前
の

広
場
（
体
育
館
多
目
的
広
場
代
替
地
）
の
一
部
を
売
却
し
、

約
４
億
６
，
０
０
０
万
円
を
収
入
す
る
一
方
で
、
庁
舎
用
地

等
代
金
と
し
て
乙
訓
土
地
開
発
公
社
へ
３
億
２
，
９
０
０
万

円
を
支
払
っ
た
差
し
引
き
約
１
億
３
，
１
０
０
万
円
の
残
額

が
、
こ
の
黒
字
の
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
特
別
会
計
で
は
、
水
道
事
業
会
計
の
み
が

赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

― 町の家計簿 ―

― 町の家計簿 ― 平成23年度 決算

平成23年度

決 算
平
成
23
年
度
大
山
崎
町
各
会
計
別
決
算
が
、
平
成
24
年
町
議
会
第
３
回
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

区　　分 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一 般 会 計 57億4,000万円 56億2,026万9千円 1億1,973万1千円

事 業 特 別 会 計 35億2,355万4千円 33億9,687万円 1億2,668万4千円

内
　
　
訳

国 民 健 康 保 険 15億7,502万5千円 14億9,977万3千円 7,525万2千円

下 水 道 6億7,566万7千円 6億6,000万4千円 1,566万3千円

介 護 保 険 10億3,718万5千円 10億2,364万3千円 1,354万2千円

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 2億459万1千円 1億9,793万3千円 665万8千円

自 動 車 駐 車 場 3,108万6千円 1,551万7千円 1,556万9千円

財 産 管 理 特 別 会 計 4,373万4千円 273万8千円 4,099万6千円

内
　
　
訳

大 山 崎 区 4,338万8千円 244万8千円 4,094万円

円 明 寺 区 21万5千円 17万円 4万5千円

下 植 野 区 13万1千円 12万円 1万1千円

水 道 事 業 会 計 5億2,387万6千円 5億7,142万円 －4,754万4千円

自主財源

依存財源
（36%）

（64%）

義務的経費

投資的経費消費的経費

全会計の決算額

町税（24億9,367万6千円）の内訳

※カッコ内は、各項目の町税全体に占める割合です

町たばこ税

軽自動車税

町民税（個人）

町民税（法人）

固定資産税
（個人）

固定資産税
（法人）

7億7,696万9千円
（31.2%）

9億7,232万1千円
（39.0%）

1億2,022万7千円
（4.8%）

1億2,022万7千円
（4.8%）

5億430万9千円
（20.2%）

5億430万9千円
（20.2%）

1億431万5千円
（4.2%）

1億431万5千円
（4.2%）

1,553万5千円
（0.6%）

1,553万5千円
（0.6%）

問＝企画財政課財政係
☎956-2101（内341・342）

れ
は
、
乙
訓
土
地
開
発
公
社
へ
庁
舎
用
地
代
金
等
３
億
２
，

９
０
０
万
円
を
支
払
っ
た
こ
と
で
一
時
的
に
増
加
し
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
将
来
負
担
比
率
は
１
０
１
・
６
％
か
ら
86
・

９
％
へ
大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
庁
舎
用
地
代
金

の
支
払
い
予
定
額
を
残
り
３
億
円
ま
で
圧
縮
で
き
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

健全化判断比率とは
①実質赤字比率：一般会計等を対象とした実質赤字の

標準財政規模に対する比率
②連結実質赤字比率：全会計を対象とした実質赤字の

標準財政規模に対する比率
③実質公債費比率：一般会計等が負担する元利償還金

等の標準財政規模に対する比率
④将来負担比率：一般会計等が将来負担すべき実質的

な負債の標準財政規模に対する比率

健全化判断比率の状況
平成

23年度
平成

22年度
早期健全
化基準　

①実質赤字比率 ― ― 15.0%
②連結実質赤字
比率 ― ― 20.0%

③実質公債費比率 10.8% 9.2% 25.0%
④将来負担比率 86.9% 101.6% 350.0%
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前
年
度
比
で
見
る
性
質
別
決
算
額

義
務
的
経
費
が
３
年
連
続
の
増

　
義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
が
５
，
２
０
０
万
円
、
４
・

４
％
の
増
と
、
２
年
連
続
の
増
額
。
扶
助
費
が
４
，
５
０
０

万
円
、
６
・
２
％
の
増
。
公
債
費
が
２
，
４
０
０
万
円
、
５
・

２
％
の
増
と
な
り
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
、
１
億
２
千
万

円
、
５
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
費
等
の
増
は
、
主
に
水
道
事
業
会
計
へ
の
補
助
金
４

千
万
円
の
支
出
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
２
千
万
円
の

増
、
高
齢
者
医
療
費
２
千
万
円
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
積
立
金
は
前
年
度
と
比
較
し
て
２
千
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
に
７
千
万
円
、
平
成
22
年
度
に
１

億
４
千
万
円
、
そ
し
て
平
成
23
年
度
に
は
１
億
１
千
万
円
を

積
み
立
て
ま
し
た
。

乙
訓
二
市
一
町
を
比
較

自
治
体
の
決
算
状
況
を
比
較
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
﹁
地
方
財
政
状
況
調
査
﹂

　
決
算
書
の
金
額
を
そ
の
ま
ま
見
比
べ
て
も
分
か
り
に
く
い

の
で
、
住
民
１
人
あ
た
り
に
置
き
換
え
て
比
較
し
ま
す
。
こ

れ
ら
は
乙
訓
二
市
一
町
の
平
成
23
年
度
の
決
算
統
計
の
数
値

を
、
年
度
末
住
民
基
本
台
帳
人
口
で
割
っ
た
金
額
を
表
し
た

も
の
。
な
お
、
大
山
崎
町
は
自
動
車
駐
車
場
特
別
会
計
を
、

長
岡
京
市
は
乙
訓
休
日
応
急
診
療
所
特
別
会
計
を
そ
れ
ぞ
れ

一
般
会
計
に
加
え
た
普
通
会
計
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
ま
す
。

健康福祉のまちづくりに
・皆さんの福祉のために
　（乙訓福祉施設事務組合負担金を含む） 5億5,410万8千円
・お年寄りの福祉のために …………… 3億3,167万6千円
・こどもの福祉のために
　（保育所運営を含む） ………………………8億948万9千円
・皆さんの健康のために
　（保健センター運営を含む） ……………1億2,832万4千円

生涯学習のまちづくりに
・幼児教育のために ………………………… 3,004万6千円
・外国語指導のために ………………………… 418万9千円
・学校教育のために ……………………… 2億9,074万6千円
・社会教育の推進のために
　（公民館運営を含む） ……………………… 9,032万1千円
・留守家庭児童会事業に ………………………… 5,789万円
・文化財の保護と振興のために …………… 2,585万8千円
・資料館の運営に …………………………… 1,663万9千円
・スポーツ振興のために
　（体育館運営を含む） …………………… 2億7,227万1千円

安全で快適なまちづくりに
・下水道の整備充実のために
　（特別会計への繰出し） ………………………… 9,000万円
・道路の整備・改良のため ………………… 6,245万2千円
・交通安全のために ………………………… 1,078万5千円
・公園の整備・管理のために ……………… 3,326万2千円
・皆さんの生命と財産を守るために
　（乙訓消防事務組合負担金を含む） ……… 3億7,217万円
・ごみ・し尿の処理に
　（乙訓環境衛生組合負担金を含む） …… 2億7,680万4千円
・公害の防止のために ……………………… 1,300万5千円

産業の発展と豊かなくらしに
・農業・林業の振興のために ……………… 3,363万4千円
・商工業振興のために ……………………… 2,254万5千円

その他
・広報・広聴の充実のために ………………… 498万1千円

人
件
費
　 

職
員
給
与
や
議
員
報
酬
な
ど
。
平
成
2
3
年
度
は
職
員
２
人
削
減
な

ど
で
職
員
給
与
費
は
１
，
２
０
０
万
円
の
減
。
議
員
年
金
制
度
の
廃

止
に
伴
う
議
員
共
済
会
負
担
金
２
，
８
０
０
万
円
の
増
額
や
補
助
費

等
の
う
ち
３
，
６
０
０
万
円
を
人
件
費
に
区
分
変
更
し
た
こ
と
な
ど

で
、
人
経
費
総
額
は
２
年
連
続
の
増
。

扶
助
費
　 

住
民
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
当
な
ど
（
子
ど
も
手
当

や
保
育
所
運
営
経
費
な
ど
）。

公
債
費
　
今
ま
で
に
借
り
入
れ
た
町
債
の
元
利
償
還
金
。

物
件
費
　 

消
耗
品
な
ど
の
物
品
購
入
や
賃
金
、
委
託
料
な
ど
。

補
助
費
等
　 

一
部
事
務
組
合
へ
支
払
う
負
担
金
や
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、
水

道
事
業
会
計
へ
の
補
助
金
な
ど
。

繰
出
金
　 

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の
事
業
経
費
の
う
ち
、
一
般
会
計

が
負
担
す
る
も
の
。

投
資
的
経
費
　 

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
費
用
な
ど
。
平
成
2
2
年
度
は
中
学

校
の
用
地
購
入
・
旧
校
舎
解
体
・
グ
ラ
ン
ド
整
備
や
阪
急
大
山

崎
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
、
平
成
2
3
年
度
は
乙
訓
土
地

開
発
公
社
へ
の
庁
舎
用
地
代
金
等
３
億
２
，
９
０
０
万
円
の
支

払
い
や
小
学
校
２
校
の
体
育
館
耐
震
化
工
事
が
主
。

一般会計のうち主な事業の決算額は次のとおりです

こう使いました56億円

歳出を住民１人あたりで比較すると

歳入を住民１人あたりで比較すると
大山崎町

町税

町民１人あたりの額
91,392円

法人分71,264円
（住民税・法人と
固定資産税・法人

の合計）

その他
（交付税、町債など）

213,776円

歳入決算額　　　　₃₇₆，₄₃₂円

― 町の家計簿 ― 平成23年度 決算

平成23年度 平成22年度 増減率

義
務
的
経
費

人 件 費 12億3,475万6千円 11億8,253万1千円 4.4%

扶 助 費 7億6,763万2千円 7億2,263万1千円 6.2%

公 債 費 4億8,471万1千円 4億6,055万4千円 5.2%

小 計 24億8,709万9千円 23億6,571万6千円 5.1%

物 件 費 7億8,264万1千円 7億5,802万7千円 3.2%

補 助 費 等 7億8,713万2千円 7億3,472万1千円 7.1%

積 立 金 1億4,282万5千円 1億6,121万4千円 －11.4%

繰 出 金 5億1,877万2千円 5億392万2千円 2.9%

投 資 的 経 費 8億3,769万4千円 10億5,189万8千円 －20.4%

そ の 他 6,410万6千円 6,547万9千円 －2.1%

合　　計 56億2,026万9千円 56億4,097万7千円 －0.4%

性質別決算額の比較

大山崎町 説　　明 長岡京市 向日市

議会費 7,397円 議会運営に関する経費です。 4,865円 5,420円

総務費 77,382円 庁舎用地代金約20,000円や財政調整基金積立金約
7,000円を含みます。 45,996円 33,676円

民生費 109,421円 二市の場合、生活保護費約16,000円を含みますが、
大山崎町にはありません。 120,003円 132,420円

衛生費 31,905円 主に予防接種やがん検診、ごみ処理に要する費用
です。 27,681円 26,901円

労働費 1,981円 3,719円 2,949円

農林水産業費 2,749円 天王山の森林整備に関する経費を含みます。 1,599円 1,084円

商工費 1,764円 1,920円 2,145円

土木費 22,424円 主に道路やまちづくりに関する経費。大山崎町は
二市と比較して事業費が少なめです。 28,388円 30,655円

消防費 24,276円
乙訓消防組合の負担金約21,000円のうち、経常経
費の均等割分が約11,000円。二市と比較して本町
の割合が大きくなっています。

12,584円 14,497円

教育費 56,025円 中学校前の広場（一部）の購入費用約14,000円を
含みます。 40,360円 41,595円

災害復旧費 0円 0円 0円

公債費 32,283円 26,552円 21,695円

歳出決算額 ₃₆₇，₆₀₇円 土地の購入代金や基金積立など、臨時支出約
41,000円を含みます。 313,667円 313,037円

大山崎町 説　　明 長岡京市 向日市

住民税・個人 50,680円 個人の所得に応じて決まります。 59,993円 51,126円

住民税・法人 7,842円 法人の業績に応じて年度によって変動します。 11,938円 7,115円

固定資産税 ︵個人︶ 32,895円
︵法人︶ 63,422円

大山崎町の場合、法人が約2/3を占めています。
二市の個人・法人の区分は公表されていません。 62,689円 53,075円

軽自動車税 1,013円 829円 984円

たばこ税 6,804円 たばこの販売本数に応じて決まります。 4,676円 5,309円

都市計画税 0円 二市と同じ税率0.25％で試算した場合、大山崎町
は約14,000円。そのうち法人が約1/2を占めます。 12,048円 10,137円

その他（交付税、
町債など）　　 213,776円 土地の売却による収入約30,000円、中学校前の広

場を購入するための繰入金約14,000円を含みます。 171,764円 193,847円

歳入決算額 ₃₇₆，₄₃₂円 臨時収入として約44,000円を含みます。 323,937円 321,593円

住民基本台帳人口 ₁₅，₃₃₁人 平成24年3月31日現在の人口に基づいて計算し
ています。 79,394人 54,140人

コミュニティバス導入を凍結しました
　８月14日に発生した京都府南部地域の局地的豪雨により、本町においても被害が発生。町の
治水事業の改善の必要性が明らかとなりました。これまでコミュニティバス導入に向けて、地域
公共交通会議などで検討を進めてきましたが、今後は住民の生命・財産を守る災害対策を最重点
施策として推進していくため、事業の集中と選択の観点から、コミュニティバス導入の凍結を表
明したことをお知らせします。
　しかし、町の公共交通の課題は存在するため、財政状況
に見合った公共交通施策を今後も検討していきます。ご理
解とご協力をお願いします。
問＝企画財政課企画調整係　☎956-2101（内315）
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グリーンカーテン運動が広がっています

節電へのご協力ありがとうございました

大会開催中は
交通規制がかかります

選手たちに熱い声援を

₁₂月１日圡、ふるさとの街を、
小学生ランナーが走り抜ける

― 第23回乙訓地方小学生駅伝大会 ―

乙訓ふるさと
ふれあい駅伝

第二大山崎小学校代表選手

大山崎小学校代表選手

「駅伝選手全員で、優勝できるように最後まで諦
めずに頑張ります！」

「昨年の６年生が優勝してくれたので、
初の２連覇を達成したいです！」

　大会開催中、選手が通る時間帯にコース
上の道路や交差点で交通規制がかかりま
す。地域の皆さんにはご迷惑をおかけしま
すが、ご理解、ご協力をお願いします。
とき＝12月１日圡午後１時45分号砲（小
雨決行）
※ 予備日は12月８日圡で、長岡第八小学

校の周回コースとなります
スタート地点＝大山崎小学校
ゴール地点＝向日市民体育館
主催＝向日市教育委員会、長岡京市教育委
員会、大山崎町教育委員会、乙訓地方小学
校長会、乙訓地方小学校体育連盟
問＝学校教育課　☎₉₅₆⊖₂₁₀₁（内₂₁₂）

　参加するのは、乙訓二市一町の全18の
小学校。６区間全9.2㎞のコースを、各学
校代表の６年生の男子３人、女子３人のチ
ームがたすきをつなぎ、個人走の男女各１
人がふるさとの街を駆け抜けます。
　皆さん、コース沿道から熱い声援を送っ
てあげてください。

（後列左から）

東
とうごう

郷　樹
じ ゅ ら

羅さん
宮
み や じ

路　來
く る み

実さん
宮
みやがわ

川　理
り え る

得さん
佐
さ の

野　　渚
なぎさ

さん

（前列左から）

河
か わ べ

辺　柊
しゅうや

也くん
中
なかむら

村　優
ゆ う た

太くん
河
か わ ら さ き

原崎　友
と も き

暉くん
山
やまなか

中　勇
ゆ う き

輝くん

（後列左から）

安
や す だ

田　龍
りゅうせい

生くん
野
の の む ら

々村　晟
せい

くん
前
ま え だ

田　楓
か づ き

月くん
澤
さ わ い

井　督
と く ま

馬くん

（前列左から）

松
まつむら

村　　凛
りん

さん
古
こ が

閑　雪
ゆ き み

美さん
松
ま つ だ

田　三
み さ き

咲さん
渡
わたなべ

邉　柚
ゆ ず

珠さん

８
月
４
日
土
に
実
施

事
務
事
業
外
部
評
価
を
行
い
ま
し
た

　
猛
暑
日
が
長
く
続
い
た
今
年
の
夏
。

そ
ん
な
中
、
関
西
で
は
関
西
電
力
か
ら

節
電
の
要
請
が
あ
り
、
各
家
庭
で
も
10

％
程
度
の
節
電
を
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
。
節
電
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

問
＝
経
済
環
境
課
　
☎
９
５
６
︱
２
１

０
１
（
内
２
４
５
・
２
４
６
）

◀
庁
舎
２
階
東
側
の
窓
の
外

平成22年
（kWh）

平成23年
（kWh）

平成24年
（kWh）

７月 49,311 39,437 35,596　　

８月 49,287 39,228 43,067︵※︶

９月 51,057 41,656 41,148　　

合計 149,655 120,321 119,811　　

※ ８月14日の災害対応のため、庁舎使用時間が
長時間になり電力使用が増加しました

　（総務課管財係提供）

大山崎町役場電力使用量

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
深
尾
昌
峰

龍
谷
大
学
准
教
授
を
は
じ
め
、
各
種

団
体
関
係
者
や
公
募
で
選
ば
れ
た
５

人
の
評
価
員
に
、
町
民
の
視
点
で
事

業
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
町
が
選
ん
だ
２
事
業
と

評
価
員
提
案
で
選
ば
れ
た
３
事
業
に

つ
い
て
、
事
業
の
必
要
性
や
実
施
手

法
な
ど
を
評
価
。
出
さ
れ
た
ご
意
見

は
、
今
後
の
取
組
み
に
反
映
い
た
し

ま
す
。
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
　
☎
９
５
６
︱
２
１
０
１
︵
内
３
８
０
︶

事
業
名

概
要

意
見

1

ご
み
︵
一
般
廃
棄
物
︶
関
連
事
業

廃
棄
物
の
減
量
化
推
進
に
つ

い
て
の
意
識
の
高
揚
と
、
自

治
会
や
環
境
関
係
団
体
な
ど

と
の
協
働
に
つ
い
て

　
ご
み
の
収
集
場
所
に
指
導
員
が
い
な
く
て
も
よ
い
状

況
を
目
指
し
て
、
行
政
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
と

し
て
も
何
を
す
る
べ
き
か
を
考
え
る
機
会
を
作
る
こ
と

が
必
要
。

2

公
園
維
持
管
理
事
業

◦ 

大
山
崎
町
公
園
管
理
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
実
施
事
業

◦ 

公
園
維
持
管
理
業
務
委
託

協
働
参
画
の
意
識
の
高
揚

と
、
参
加
自
治
会
を
増
や
す

た
め
の
方
法
に
つ
い
て

　
具
体
的
な
数
値
目
標
な
ど
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と

が
必
要
。
子
ど
も
や
高
齢
者
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
災

害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
の
公
園
利
用
の
観
点
か
ら
、

地
域
の
皆
が
動
け
る
体
制
を
具
体
的
に
考
え
る
べ
き
。

3

社
会
教
育
諸
団
体
補
助
事
業

︵
７
団
体
︶

団
体
の
活
動
内
容
の
効
果
と

町
補
助
金
の
交
付
金
額
の
基

準
判
断
、
お
よ
び
補
助
金
交

付
の
継
続
に
つ
い
て

　
補
助
金
を
一
律
に
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
活
動
状

況
に
応
じ
た
補
助
金
の
あ
り
方
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
住
民
の
力
が
引
き
出
さ
れ
る
よ
う

な
組
織
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
と
い
う

観
点
で
、
基
準
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
。

4

学
校
管
理
運
営
経
費
︵
大
山
崎
小

学
校
・
第
二
大
山
崎
小
学
校
︶

子
ど
も
を
健
全
に
育
む
教
育

環
境
づ
く
り
の
視
点
か
ら
の

総
合
的
な
評
価

　
基
本
的
に
は
、
少
な
い
経
費
の
中
で
の
運
営
の
努
力

が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
町
の
規
模
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
取
り
組
み
に
よ
り
、
今
後
も
継
続
的
に
子
ど
も
た
ち

に
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

5

町
内
会
・
自
治
会
事
務
費
補
助
金

交
付
事
業
お
よ
び
行
政
協
力
員
へ

の
報
償
金
支
給
事
業

町
内
会
・
自
治
会
運
営
を
支

援
す
る
た
め
の
補
助
金
の
あ

り
方
と
行
政
協
力
員
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て

　
多
く
の
人
が
地
域
活
動
に
参
画
し
て
い
く
な
か
で
、

﹁
行
政
協
力
員
﹂
と
い
う
仕
組
み
を
考
え
直
す
時
期
。

個
人
へ
の
報
償
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
あ
り
方
を
見

直
す
べ
き
。

　
町
内
で
も
頻
繁
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
に
よ
る
節
電
対
策
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
町
役
場
で
も
節
電
の
た
め

に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
運
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
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楽しい催しが盛りだくさん！

おおやまざき産業まつり

12
月
３
日
月
〜
９
日
日
は
障
害
者
週
間
で
す

映
画
上
映
会
と
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す

地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で
守
る
た
め
に

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　
全
国
的
に
、
虐
待
で
子
ど
も
の
命
が
奪

わ
れ
る
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
悲
し
い
で
き
ご
と
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
な
に
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
子
育
て
を
支
援
し
、
虐
待
を
予
防
す
る

取
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
児

童
虐
待
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

児
童
虐
待
の
種
類

①
身
体
的
虐
待

　
・ 

な
ぐ
る
、
け
る
、
首
を
し
め
る
な
ど

の
暴
行

　
・ 

熱
湯
や
タ
バ
コ
の
火
な
ど
で
や
け
ど

を
さ
せ
る

　
・ 

逆
さ
吊
り
に
し
た
り
、
冬
の
戸
外
に

締
め
出
す

 

な
ど

②
心
理
的
虐
待

　
・
大
声
を
出
す
、
脅
す

　
・
無
視
、
拒
否
的
な
態
度
を
と
る

　
・ 「
死
ね
」「
産
ま
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
言
葉
を
繰
り
返
し
使
っ
て
傷

つ
け
る

　
・ 
子
ど
も
の
前
で
家
族
に
暴
力
を
ふ
る

う

 

な
ど

③
怠
慢
ま
た
は
拒
否
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　
・
登
校
を
禁
止
し
て
家
に
閉
じ
込
め
る

　
・ 

食
事
を
与
え
な
い
、
下
着
な
ど
を
長

期
間
ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る

　
・ 

乳
幼
児
を
残
し
た
ま
ま
よ
く
外
出
す

る
、
車
中
に
放
置
す
る

　
・ 

病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行

か
な
い

 

な
ど

④
性
的
虐
待

　
・ 

性
交
や
性
的
な
行
為
の
強
要
ま
た
は

教
唆

　
・ 

性
器
を
触
る
、
触
ら
せ
る
な
ど
の
性

的
暴
力

　
・
子
ど
も
に
性
器
や
性
交
を
見
せ
る

 

な
ど

気
づ
く
の
は 

あ
な
た
と

地
域
の 

心
の
目（

平
成
24
年
度
標
語
）

子
ど
も
を
守
る
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
も
し
間
違
っ
て
い
た
ら
と
感
じ
、
不
安

で
す
。

Ａ
虐
待
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。
確
信
が
な
い
か
ら
と
連
絡

せ
ず
、
深
刻
な
結
果
を
招
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。「
も
し
か
し
て
虐
待
？
」
そ

う
思
っ
た
ら
、
相
談
や
連
絡
を
た
め
ら

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

Ｑ
連
絡
し
た
こ
と
が
当
事
者
に
知
ら
れ
な

い
か
心
配
で
す
。

Ａ
連
絡
を
受
け
た
関
係
機
関
が
、
誰
か
ら

ど
の
よ
う
な
内
容
の
連
絡
が
あ
っ
た
か

な
ど
、
連
絡
し
た
人
が
特
定
で
き
る
よ

う
な
情
報
を
漏
ら
す
こ
と
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
他
人
の
こ
と
を
連
絡
す
る
こ
と
に
抵
抗

感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ａ
子
ど
も
が
、
親
な
ど
か
ら
虐
待
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
自
ら
訴
え
る
こ
と
は
ま

れ
。
周
囲
の
大
人
た
ち
が
気
付
き
、
手

を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
１

１
０
番
や
１
１
９
番
へ
の
通
報
と
同
じ

く
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
義
務
で
す
。

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
に

　
町
で
は
、
今
年
度
中
に
広
く
一
般
住
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
決
定
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
役
場
１

階
福
祉
課
（
７
番
窓
口
）
で
配
布
し
ま
す

の
で
、ご
希
望
の
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
相
談
先

■ 

京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
（
児

童
相
談
所
）

　
☎
５
３
１
︱
９
９
０
０

　（
子
ど
も
虐
待
相
談
専
用
電
話
）

■
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
︱
０
６
４
︱
０
０
０

　
※ 

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
最
寄
り
の
児

童
相
談
所
に
繋
が
り
ま
す
。
Ｐ
Ｈ
Ｓ

や
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
繋
が
り

ま
せ
ん

■
大
山
崎
町
役
場
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
☎
９
５
６
︱
２
１
０
１

　（
内
１
５
７
・
１
５
８
）

　
障
害
者
週
間
に
先
立
ち
、
街
頭
啓

発
な
ら
び
に
福
祉
映
画
上
映
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
改
め
て

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

【
街
頭
啓
発
】

　
授
産
製
作
品
な
ど
の
啓
発
物
品
を

配
布
し
ま
す
。

と
き
＝
11
月
28
日
氺
午
前
11
時
～

正
午

と
こ
ろ
＝
大
国
屋
前
、
ラ
ブ
リ
ー
円

明
寺
／
円
明
寺
郵
便
局
前

問
＝
福
祉
課
社
会
福
祉
係
☎
９
５
６

︱
２
１
０
１
（
内
１
５
３
）

【
福
祉
映
画
上
映
会
】

と
き
＝
12
月
１
日
圡
午
後
１
時
30
分

～
３
時
20
分
（
１
時
開
場
）

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
本
館
ホ
ー
ル

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

上
映
映
画
＝
「
ゆ
ず
り
葉
」

※
本
編
１
０
３
分
、
字
幕
あ
り

※ 

東
京
の
下
町
か
ら
横
浜
の
山
手

へ
、＂
も
う
ひ
と
つ
の
美
し
い
言

葉
・
手
話
＂
で
織
り
成
す
、
二
つ

の
時
代
を
つ
な
ぐ
ハ
ー
ト
フ
ル
ス

ト
ー
リ
ー
で
す

対
象
＝
ど
な
た
で
も
お
越
し
い
た
だ

け
ま
す

定
員
＝
１
０
０
人
（
先
着
順
）

⑤ 

長
寿
苑
文
化
祭
（
３
日

も
開
催

し
ま
す
）

　
問
＝
長
寿
苑

　
☎
９
５
７
︱
１
８
６
０

大
山
崎
町
文
化
の
つ
ど
い

▼
大
山
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
▼

京
都
西
山
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

▼
社
会
教
育
関
係
団
体
活
動
発
表
▼

小
中
学
校
作
品
展
▼
一
般
住
民
の
作

品
展
示
コ
ー
ナ
ー
▼
リ
サ
イ
ク
ル
ブ

ッ
ク
フ
ェ
ア
▼
エ
ゴ
マ
カ
フ
ェ
▼
子

ど
も
お
茶
席
▼
地
域
文
庫
「
こ
ど
も

の
へ
や
」

問
＝
中
央
公
民
館

☎
９
５
７
︱
１
４
２
１

京
都
第
二
外
環
状
道
路
等

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

問
＝
建
設
課
（
内
２
５
０
）

明
る
い
選
挙
啓
発
コ
ー
ナ
ー

問
＝
総
務
課
（
内
３
２
７
）

住
民
フ
ェ
ス
タ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
誘
致
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、

京
都
府
向
日
町
警
察
署
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー

問
＝
企
画
財
政
課
（
内
３
１
３
）

消
防
コ
ー
ナ
ー

問
＝
大
山
崎
消
防
署

☎
９
５
６
︱
０
１
１
９

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
広
報
お

お
や
ま
ざ
き
10
月
号
ま
た
は
新
聞
の

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
各
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

と
き
＝
11
月
４
日
㊐
午
前
10
時
～
午

後
３
時

と
こ
ろ
＝
役
場
周
辺

問
＝
役
場
代
表

☎
９
５
６
︱
２
１
０
１

お
お
や
ま
ざ
き
産
業
ま
つ
り

▼
商
工
会
サ
ン
ク
ス
・
フ
ェ
ス
タ
▼

い
き
い
き
農
業
ま
つ
り
▼
Ｊ
Ａ
京
都

中
央
大
山
崎
支
店
▼
竹
林
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
▼
天
王
山
周
辺
森
林

整
備
推
進
協
議
会
の
事
業
紹
介
な
ど

問
＝
経
済
環
境
課
（
内
２
４
４
）

健
康
福
祉
ま
つ
り

①
健
康
フ
ェ
ス
タ

　
問
＝
健
康
課
（
内
１
３
２
）

②
福
祉
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

　 

問
＝
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
や
ま
び
こ
」

　
☎
９
５
３
︱
０
２
０
４

③
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ナ
ー

　
問
＝
福
祉
課
（
内
１
５
３
）

④ 

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
の
郷
、
高

齢
者
の
為
の
よ
ろ
ず
井
戸
端
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
団
体
に
よ
る
物

品
販
売

　
問
＝
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
９
５
７
︱
４
１
０
０
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Relax
中央公民館図書室だより

Fire Department
消防ひろば　☎956-0119　 957-0999

まちの話題

さくら聖・咲く
佐倉聖の事件簿２
聖は弟を養うため、
元大物政治家の事務
所 で 働 く 大 学 ３ 年
生。議員たちの無理
難題は解決できるの
に、就職活動はうま
くいかない。そんな
とき、応募していな
い会社から内定通知
がきて…。

畠中  恵／著　
実業之日本社

一般書

ハンバーガーは
キケンなにおい！？
宇宙から来たスパイ

“ウサギ”。おいしす
ぎるハンバーガーに
は秘密の理由がある
らしい…。ピンクの
ぬいぐるみのウサギ
スーツに身をかた
め、今日もかわいく
大活躍！

岡田喜久子/作　
理論社

児童書

自分ホメ
谷口 祥子／著　集英社

水切りヨーグルトレシピ
牧野 直子／著　講談社

とにかく散歩いたしましょう
小川 洋子／著　毎日新聞社

ナリワイをつくる
伊藤 洋志／著　東京書籍

しょうぶだ！！
きしら まゆこ/作　フレーベル館

りらのひみつのへや
杉浦 さやか／作　学研教育出版

ぱおちゃんのでんしゃごっこ
なかがわ みちこ／作・絵　PHP研究所

男子☆弁当部１
オレらの友情てんこもり弁当

イノウエ ミホコ／作　ポプラ社

11月29日木11月の
月末整理日

図書の貸出
・返却時間 

平日 10:00～16:45
土日祝 10:00～16:15

☎957－1421図書室
（公民館内）

　11月 ４ 日 ㊐10:00～15:00に 中
央公民館本館２階で、リサイクルフ
ェアを実施します。図書室での役目
を終えた本や、保存期間の過ぎた雑
誌で再利用が可能なものをお分けし
ます。対象は町に在住または在勤の
方。先着順で、１人10冊までです。
事前申し込みは不要ですので、お気
軽にお越しください。（なくなり次
第終了）

リサイクルフェア開催

9

9

10

10

10

19・20

6

7

京都第二外環状道路　西山トンネル貫通式

ハイウェイキャンパス2012 in 京都縦貫自動車道

JR山崎駅　観光案内所開所式

第51回　町民体育祭

にそと開通まであと少し！

未来に繋がれ私たちの夢

観光の窓口、オープン！

地域の絆を育む

　今年度末の開通に向けて整備が進む京都第二外環状道
路（通称：にそと）。最後のトンネルである西山トンネ
ルが貫通し、内部で祝賀会が開催されました。府知事や
沿線市町の首長、国会議員、工事関係者など約150人が
参加。
　関係者の手元にあるスイッチを押すと、行く手を遮っ
ていた幕が下り、トンネルが貫通。くす玉が開き、会場
からは大きな拍手が湧きあがりました。

　舗装前の道路に、子どもたちが将来の夢を描く今回の
イベント。子どもたちの思い出づくりと京都縦貫自動車
道に親しみを持ってもらうために、NEXCO西日本が企
画しました。
　大山崎町からは大山崎小学校の３年生94人と、第二大
山崎小学校の６年生48人が参加。野球選手やサッカー選
手、ピアニストやパティシエなど、さまざまな夢が大山
崎中学校近くの道路に描かれました。中には世界平和と
いう願いも。京都縦貫自動車道の開通とともに、皆さん
の願いが日本中に広がるといいですね。

　JR山崎駅の構内に、町商工会が運営する観光案内
所「おおやまざきなび」がオープン。10月～12月、３
月～５月の圡㊐ には、町の歴史や昼食を食べる場所
などを教えてくれます。平日とそのほかの月の圡㊐
には人がいませんが、観光名所の紹介映像が流れ、各
種パンフレットも置いてあります。
　アサヒビール大山崎山荘美術館や宝積寺、サントリ
ー山崎蒸留所などの観光に訪れる方が、多く利用する
山崎駅。「おおやまざきなび」は大山崎に訪れる皆さ
んの、旅のお手伝いの場になることでしょう。

　大山崎中学校の校庭で行った町民体育祭。お昼に少
し雨が降ったものの気温は高く、競技後はあちらこち
らで汗をぬぐう姿が見られました。
　地区対抗の綱引きでは、旗を振り応援する子どもた
ちに励まされ、お父さんたちが大奮闘しました。小学
生と50歳以上の方がコンビを組み、風船を使って障害
物競走をする「ドッキリポンプ」は、今回が初登場。
子どもを通してご近所同士の絆も深まりました。

﹁
消
す
ま
で
は��

出
な
い

行
か
な
い��

離
れ
な
い
﹂

　
11
月
９
日
㊎
～
15
日
㊍
は
秋
季
火
災
予

防
運
動
・
山
火
事
防
火
運
動
週
間
で
す
。

消
防
署
で
は
、
年
間
を
通
し
て
防
火
の
相

談
や
町
内
会
・
自
治
会
に
対
す
る
消
火
実

験
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
防

炎
品
を
使
用
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す

る
④
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る

山
火
事
を
防
ぐ

○
強
風
時
や
乾
燥
時
、
ま
た
は
枯
れ
草
な

ど
の
あ
る
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な

い
。
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は

完
全
に
消
火
す
る

○
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
絶
対
に
し
な
い

○
子
ど
も
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い

○
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
る

注
意
！
＝
火
入
れ
の
許
可
が
必
要
な
く
て

も
、「
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
ま
た
は

火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
」

を
行
う
と
き
は
、
前
日
ま
で
に
消
防
署

に
届
け
て
く
だ
さ
い

11
月
９
日
㊎
は

﹁
１
１
９
番
の
日
﹂

　
目
の
前
で
火
災
や
事
故
が
発
生
し
た
場

合
は
、
誰
で
も
気
が
動
転
し
興
奮
し
が
ち

で
す
。
落
ち
着
い
て
１
１
９
番
通
報
で
き

る
よ
う
に
、
町
内
会
や
事
業
所
な
ど
で
実

施
す
る
消
防
訓
練
の
際
は
通
報
訓
練
を
行

い
、
正
し
い
通
報
要
領
を
身
に
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、

電
話
の
そ
ば
に
▼
住
所
▼
名
前
▼
め
じ
る

し
▼
電
話
番
号
を
記
入
し
た
メ
モ
な
ど
を

準
備
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

普
通
救
命
講
習

と
き
＝
11
月
18
日
㊐
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
消
防
署

内
容
＝
▼
心
肺
蘇
生
法
（
人
口
呼
吸
、
胸

骨
圧
迫
）
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
▼
止
血
法

▼
そ
の
ほ
か
応
急
手
当
な
ど

定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
11
月
16
日
㊎
ま
で
に
消
防
署

に
あ
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
左
記
ま
で
。

問
・
申
込
先
＝
大
山
崎
消
防
署
救
急
係
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